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１ はじめに

1

（１）Access導入対象
受注出荷ﾓｼﾞｭｰﾙ（進捗ｷｯﾄ含む）、見積ﾓｼﾞｭｰﾙはAccessが必要です。
画像ﾓｼﾞｭｰﾙはAccessは不要です。

（２）Accessﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
Ver7はAccess2013-2024およびMicrosoft365（旧称Office365）に対応しています。（※1）

Ver7は、32bit/64bitのどちらにも対応しています。

（３）導入対象
ｱﾌﾟﾘｻｰﾊﾞｰには製品版（有償）をご利用ください。
ｸﾗｲｱﾝﾄはﾗﾝﾀｲﾑ版（無償）でも可能です。もちろん製品版（有償）でも可能です。（※2）

進捗画像見積受注出荷

－－製品版製品版ｱﾌﾟﾘｻｰﾊﾞｰ

ﾗﾝﾀｲﾑ版/製品版－ﾗﾝﾀｲﾑ版/製品版ﾗﾝﾀｲﾑ版/製品版ｸﾗｲｱﾝﾄ

（※1）「Office2024ProPlusLTSC」「Access2024LTSC」という企業向け製品（旧称：ﾎﾞﾘｭｰﾑﾗｲｾﾝｽ）もありますが、ｲﾝｽﾄｰﾙが非常に難しい、
個人向けOfficeとの共存不可などの理由からお勧めしておりません。

（※2）製品版は作成と動作の両方が行え、ﾗﾝﾀｲﾑ版は動作のみ行えます。
他にも製品版は、ﾏｳｽ右ｸﾘｯｸでｺﾋﾟｰ&貼付け、EXCEL等へのﾌｧｲﾙ出力なども可能です。



2

１ はじめに

（４）導入先PCのOffice環境

備考ｸﾗｲｱﾝﾄｱﾌﾟﾘｻｰﾊﾞｰ導入先PC

製品にACCESSが含まれています--Microsoft365(Access付)

製品にACCESSが含まれています--Office 2016-2024 Pro(Access付)

同一ﾊﾞｰｼﾞｮﾝの場合のみ共存可能〇
MS365Access

ﾗﾝﾀｲﾑ

〇
Access2016-2024

製品版

Office 2016-2024 Personal等

製品にACCESSが含まれています。--Office 2013 Pro(Access付)

Access2016-2024製品版または
MS365Accessﾗﾝﾀｲﾑをｲﾝｽﾄｰﾙしたら
先に入っていたOffice 2013 Personal
が消えました

✕
MS365Access

ﾗﾝﾀｲﾑ

✕
Access2016-2024

製品版

Office 2013 Personal等

〇
Access2013

ﾗﾝﾀｲﾑ

（※1）ここで言うPersonal等はAccessを含まない製品を指します。（Accessを含む製品であれば共存問題そのものが発生しません）
（※2）Office 2013 以前のﾊﾞｰｼﾞｮﾝは既にｻﾎﾟｰﾄ終了になっています。 MS365かOffice2016以降の利用をお勧めします。
（※3）Office2013からｸｲｯｸ実行形式のｲﾝｽﾄｰﾗに変わりました。
（※4）従来からあるMSI形式というSetup形式のｲﾝｽﾄｰﾗです。
（※5）MS365はMicrosoft365を指します。

（※3）（※１）

（※1）（※2）

（※2）

－：ｲﾝｽﾄｰﾙ不要、〇：共存可能、✕：共存不可

（※3）

（※4）

（※3）

（※5）

（※5）
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１ はじめに

（５）ﾌﾟﾘｲﾝｽﾄｰﾙ版とﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ版の共存問題

〔現象〕
ﾌﾟﾘｲﾝｽﾄｰﾙ版Officeが入っているPCに、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ版Access（製品、ﾗﾝﾀｲﾑ）をｲﾝｽﾄｰﾙしたら
「先に入っていたOfficeが消える」ことがあります。

〔発生条件〕
既にﾌﾟﾘｲﾝｽﾄｰﾙ版Officeが入っている場合のみ。ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ版Officeは問題なし。

〔対策〕
お客様にﾌﾟﾘｲﾝｽﾄｰﾙ版Officeの購入は勧めない。
既に購入済ならﾏｲｸﾛｿﾌﾄｱｶｳﾝﾄ紐付後に再ｲﾝｽﾄｰﾙする。（ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ版Officeに入れ替える）

〔ﾌﾟﾘｲﾝｽﾄｰﾙ版〕

MSStore

〔ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ版〕
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１ はじめに

（６）ﾎﾞﾘｭｰﾑﾗｲｾﾝｽ版とﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ版の共存問題

〔ﾎﾞﾘｭｰﾑﾗｲｾﾝｽとは〕
ﾎﾞﾘｭｰﾑﾗｲｾﾝｽ版は、主に大企業向けの永続型ﾗｲｾﾝｽ商品です。
2021年で販売は終了しています。
ﾀﾞｳﾝｸﾞﾚｰﾄﾞ権が付いていること、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続なしでもｲﾝｽﾄｰﾙ可能なことが特徴です。
ｲﾝｽﾄｰﾙ方法は非常に複雑です。（企業の情報ｼｽﾃﾑ部向け）
ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ社（法人営業）かﾏｲｸﾛｿﾌﾄ社ﾊﾟｰﾄﾅｰ企業でのみ販売されています。

〔共存問題〕
ﾎﾞﾘｭｰﾑﾗｲｾﾝｽ版とﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ版ACCESSは共存できません。
ﾎﾞﾘｭｰﾑﾗｲｾﾝｽ版とMS365Accessﾗﾝﾀｲﾑも共存できません。

〔対策〕
お客様にﾎﾞﾘｭｰﾑﾗｲｾﾝｽ版Officeの購入は勧めない。
既に導入済みであれば Access2013/2016ﾗﾝﾀｲﾑ（Setup形式のｲﾝｽﾄｰﾗ）を試す。
ダメならACCCESS付Office(例：Office2016ProPlus)に入れ替える。

（※1）ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ2016までは従来のSetup形式だったのですが、ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ2019からｲﾝｽﾄｰﾙ方法が大きく変わりました。

（※１）
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１ はじめに

（７）LTSC版とﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ版の共存問題

〔 LTSCとは〕
LTSCは「Long-Term Servicing Channel」の略で、主に大企業向けの永続型ﾗｲｾﾝｽ商品です。
2021年から「ﾎﾞﾘｭｰﾑﾗｲｾﾝｽ版」の後継商品として販売されています。
ﾀﾞｳﾝｸﾞﾚｰﾄﾞ権が付いていることと、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続なしでもｲﾝｽﾄｰﾙ可能なことが特徴です。
ｲﾝｽﾄｰﾙ方法は非常に複雑です。（企業の情報ｼｽﾃﾑ部向け）
ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ社（法人営業）かﾏｲｸﾛｿﾌﾄ社ﾊﾟｰﾄﾅｰ企業でのみ販売されています。

〔共存問題〕
LTSC版とﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ版ACCESSは共存できません。
LTSC版とMS365Accessﾗﾝﾀｲﾑも共存できません。

〔対策〕
お客様にLTSC版Officeの購入は勧めない。
既に導入済みであれば Access2013/2016ﾗﾝﾀｲﾑ（Setup形式のｲﾝｽﾄｰﾗ）を試す。
ダメならACCCESS付Office(例：Office2021ProPlus)に入れ替える。
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まずはｲﾝｽﾄｰﾙ対象ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの保有Officeを調査してください。

いずれか一箇所にチェック パソコン毎にチェック

ｸﾗｲｱﾝﾄ…（受注出荷・見積・進捗）ｱﾌﾟﾘｻｰﾊﾞｰ…（受注出荷・見積）

□Officeは入れるつもりだがﾊﾞｰｼﾞｮﾝは未定□Officeは入れるつもりだがﾊﾞｰｼﾞｮﾝは未定

□MS365（Access付）□MS365（Access付）

□Office2021Pro（Access付）□Office2021Pro（Access付）

□Office2019Pro（Access付）□Office2019Pro（Access付）

□Office2016Pro（Access付）□Office2016Pro（Access付）

□Office2013Pro等（Access付）□Office2013Pro等（Access付）

□Office2024Home等（Access無）□Office2024Home等（Access無）

□Office2021Personal等（Access無）□Office2021Personal等（Access無）

□Office2019Personal等（Access無）□Office2019Personal等（Access無）

□Office2016Personal等（Access無）□Office2016Personal等（Access無）

□Office2013Personal等（Access無）□Office2013Personal等（Access無）

□Officeを入れるつもりはない□Officeを入れるつもりはない

２ 事前のOffice環境調査

（※1）Office付パソコン（ﾌﾟﾘｲﾝｽﾄｰﾙ版OfficePersonal）は注意が必要です。
Access製品版（有償版）/Accessﾗﾝﾀｲﾑ版(無償版）のｲﾝｽﾄｰﾙで既存のﾌﾟﾘｲﾝｽﾄｰﾙ版Officeが消える事象が複数社で発生しました。
復旧にはﾌﾟﾘｲﾝｽﾄｰﾙ版Officeの再ｲﾝｽﾄｰﾙが必要になります。

（※2）既に企業向けOffice（ﾎﾞﾘｭｰﾑﾗｲｾﾝｽ、LTSC）が入っている場合は、弊社（ｹｰﾌﾞﾙｿﾌﾄｳｪｱ）にご連絡ください。



３ ｱﾌﾟﾘｻｰﾊﾞｰへの導入
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ｱﾌﾟﾘｻｰﾊﾞｰAccess導入選択肢ｱﾌﾟﾘｻｰﾊﾞｰ環境

MS365…推奨Officeは入れるがﾊﾞｰｼﾞｮﾝは未定

Office2016-2021Pro（Access付）

Office2024Home等（Access無）＋Access2024

そのまま利用MS365（Access付）

そのまま利用Office2021Pro（Access付）

そのまま利用Office2019Pro（Access付）

そのまま利用Office2016Pro（Access付）

そのまま利用Office2013Pro（Access付）

Access2024Office2024Home等（Access無）

Access2024Office2021Personal等（Access無）

Access2024Office2019Personal等（Access無）

Access2024Office2016Personal等（Access無）

Access2024…✕（Office2013Personalが消えました）Office2013Personal等（Access無）

Access2024Officeを入れるつもりはない

（※1）ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ社は技術的な問題が発生する可能性があるとして異なるﾊﾞｰｼﾞｮﾝの共存利用は「動作保証外」としております。
（※2）Office2013以前のﾊﾞｰｼﾞｮﾝは既にｻﾎﾟｰﾄ終了となっています。MS365かOffice2016以降の利用をお勧めします。
（※3）2025.06.18現在Office2024Proは販売されておりません。
（※4）既に企業向けOffice（ﾎﾞﾘｭｰﾑﾗｲｾﾝｽ、LTSC）が入っている場合は、弊社（ｹｰﾌﾞﾙｿﾌﾄｳｪｱ）にご連絡ください。

（※2）

（※1） （※2）

（※3）



４ ｸﾗｲｱﾝﾄへの導入
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ｸﾗｲｱﾝﾄAccess導入選択肢ｸﾗｲｱﾝﾄ環境

MS365…推奨Officeは入れるがﾊﾞｰｼﾞｮﾝは未定

Office2016-2021Pro（Access付）

Office2024Home等（Access無）+MS365Accessﾗﾝﾀｲﾑ

そのまま利用MS365（Access付）

そのまま利用Office2021Pro（Access付）

そのまま利用Office2019Pro（Access付）

そのまま利用Office2016Pro（Access付）

そのまま利用Office2013Pro（Access付）

MS365AccessﾗﾝﾀｲﾑOffice2024Home等（Access無）

MS365AccessﾗﾝﾀｲﾑOffice2021Personal等（Access無）

MS365AccessﾗﾝﾀｲﾑOffice2019Personal等（Access無）

MS365AccessﾗﾝﾀｲﾑOffice2016Personal等（Access無）

MS365Accessﾗﾝﾀｲﾑ…✕（Office2013Personalが消えました）
Access2013ﾗﾝﾀｲﾑ…〇

Office2013Personal等（Access無）

MS365AccessﾗﾝﾀｲﾑOfficeを入れるつもりはない

（※2）

（※1） （※2）

（※3）

（※1）ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ社は技術的な問題が発生する可能性があるとして異なるﾊﾞｰｼﾞｮﾝの共存利用は「動作保証外」としております。
（※2）Office2013以前のﾊﾞｰｼﾞｮﾝは既にｻﾎﾟｰﾄ終了となっています。MS365かOffice2016以降の利用をお勧めします。
（※3）2025.06.18現在Office2024Proは販売されておりません。
（※4）既に企業向けOffice（ﾎﾞﾘｭｰﾑﾗｲｾﾝｽ、LTSC）が入っている場合は、弊社（ｹｰﾌﾞﾙｿﾌﾄｳｪｱ）にご連絡ください。



５ 特記事項
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（１）MS365
正式名称はMicrosoft 365です。
ｻﾌﾞｽｸ型（月次/年次）商品です。
OfficeProと同様にAccessなどOffice製品が全部含まれています。
（一部にAccessを含まない製品もあります。必ずAccessが含まれている製品を購入してください）
自動ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄで常に最新版が利用できます。
対応OSはWin10以降です。
１ﾗｲｾﾝｽで同一ﾕｰｻﾞ用として５台まで利用できます。
価格も安く設定されており、お得な商品です。

（２）Access2024
永続型（買取り型）商品です。
１ﾗｲｾﾝｽで同一ﾕｰｻﾞ用として２台まで利用できます。
対応OSはWin10以降です。

（３）同一PC内の異なるOfficeﾊﾞｰｼﾞｮﾝ混在
例えば、Office2016Personal（Access無）にAccess2013ﾗﾝﾀｲﾑを共存させるｼｰﾝです。
ﾏｲｸﾛｿﾌﾄは技術的な問題が発生する可能性があるとして、１つのパソコンの中で異なるOfficeﾊﾞｰｼﾞｮﾝの共存利用は
「動作保証外」としております。
しかしながら、 2025/6/20現在、弊社テストでは問題は発生しておりません。
恒久的に問題なしとは言えませんが、まずは試して頂く価値はあると考えております。



５ 特記事項
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（４）ｻｰﾊﾞｰ・ｸﾗｲｱﾝﾄ間の異なるAccessﾊﾞｰｼﾞｮﾝの動作
例えば、ｱﾌﾟﾘｻｰﾊﾞｰはOffice2021Pro、ｸﾗｲｱﾝﾄはOffice2013Personal+Access2013ﾗﾝﾀｲﾑのケースです。
一般的には、
・ｻｰﾊﾞｰ（2016） > ｸﾗｲｱﾝﾄ（2013） …ｸﾗｲｱﾝﾄは動作しない可能性があります（関数が見つからない等のｴﾗｰ）
・ｻｰﾊﾞｰ（2013） < ｸﾗｲｱﾝﾄ（2016） …ｸﾗｲｱﾝﾄは動作します（上位互換）
となります。
しかしながら、 2025/6/20現在、弊社テストでは問題は発生しておりません。
恒久的に問題なしとは言えませんが、まずは試して頂く価値はあると考えております。


